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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 59,749 18.5 5,691 △17.9 6,108 △10.6 4,268 △11.9 4,268 △11.9 8,977 25.8

2022年３月期第１四半期 50,424 28.6 6,933 31.9 6,831 28.6 4,842 33.3 4,842 33.3 7,137 34.0

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 54.27 49.11

2022年３月期第１四半期 61.53 55.12

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 287,063 110,615 110,615 38.5

2022年３月期 298,387 105,137 105,137 35.2

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 45.00 － 45.00 90.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） 45.00 － 45.00 90.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 100,000 3.2 12,000 △12.4 11,700 △14.2 8,000 △17.1 101.73

通期 200,000 3.9 24,000 △9.3 23,500 △10.9 16,000 △14.6 203.45

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 79,708,688株 2022年３月期 79,708,688株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 1,065,437株 2022年３月期 1,065,437株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 78,643,251株 2022年３月期１Ｑ 78,696,914株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関

する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料は、当社ホームページに掲載する予定であります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は全般的に回復の動きがみられました。その一方、ウクライナ情

勢の長期化や中国の経済活動抑制などの影響を受け、急激な為替変動が進むとともに、燃料や原材料の価格が高騰

していることにより、企業活動の先行きに不透明感が増しています。このような状況の下、当社グループの各事業

セグメントの状況は以下のとおりでした。

貴金属事業セグメント

貴金属リサイクル事業は、貴金属回収量や販売量が増加しましたが、本年４月に大規模な新工場を立ち上げたこ

とよる一時的な費用発生などの影響があり、前年同期比で増収減益となりました。また、北米の貴金属精錬事業

は、原材料の安定した入荷を背景にして、地金を用いた製品の加工・販売が好調に推移しました。

環境保全事業セグメント

国内における工業生産活動の回復に歩調をあわせて、当社グループの産業廃棄物の取扱量は増加しました。その

結果として、本セグメントの売上収益および営業利益は前年同期比で増収増益となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上収益59,749百万円（前年同期比9,324百万円増、18.5％

増）、営業利益5,691百万円（前年同期比1,241百万円減、17.9％減）、税引前四半期利益6,108百万円（前年同期

比722百万円減、10.6％減）、四半期利益4,268百万円（前年同期比574百万円減、11.9％減）、親会社の所有者に

帰属する四半期利益4,268百万円（前年同期比574百万円減、11.9％減）となりました。セグメント別の売上収益

は、貴金属事業が55,304百万円（前年同期比9,031百万円増、19.5％増）、環境保全事業が4,444百万円（前年同期

比293百万円増、7.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び資本の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は287,063百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,324百万円

減少いたしました。これは主に、現金及び現金同等物が3,440百万円、棚卸資産が7,378百万円、その他の流動資産

が4,178百万円増加した一方、営業債権及びその他の債権が26,058百万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は176,447百万円となり、前連結会計年度末に比べ16,802百万円

減少いたしました。これは主に、営業債務及びその他の債務が3,625百万円、社債及び借入金が8,000百万円、その

他の流動負債が3,058百万円減少したことによるものであります。

（資本）

当第１四半期連結会計期間末における資本合計は110,615百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,477百万円増

加いたしました。これは主に、四半期包括利益による増加8,977百万円、剰余金の配当による減少3,538百万円によ

るものであります。

この結果、親会社所有者帰属持分比率は38.5％（前連結会計年度末は35.2％）となりました。

　②キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期利益6,108百万円に減価償却費及び償却費801百万円を加

え、棚卸資産の増加額7,419百万円、営業債権及びその他の債権の減少額36,232百万円、営業債務及びその他の債

務等の減少額30,416百万円、法人所得税の支払額4,010百万円等を加減した結果、1,353百万円の減少となりまし

た。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出1,598百万円があった一方、子会社の売

却による収入1,371百万円等により、659百万円の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加額7,793百万円、配当金の支払いによる支出3,527百

万円等により、4,183百万円の増加となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して

3,440百万円増加し、9,568百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、2022年４月27日の「2022年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想通りであり、変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期
連結会計期間

(2022年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 6,127 9,568

営業債権及びその他の債権 151,437 125,378

棚卸資産 63,398 70,776

未収法人所得税 3,958 3,342

その他の金融資産 129 2,295

その他の流動資産 16,727 20,905

流動資産合計 241,778 232,266

非流動資産

有形固定資産 43,748 43,533

のれん 1,040 1,003

無形資産 712 796

持分法で会計処理されている投資 3,657 3,541

繰延税金資産 6,262 4,995

退職給付に係る資産 229 194

金融資産 859 657

その他の非流動資産 98 74

非流動資産合計 56,609 54,796

資産合計 298,387 287,063

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期
連結会計期間

(2022年６月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 27,711 24,086

借入金 108,263 96,467

未払法人所得税 950 429

その他の金融負債 5,613 3,270

引当金 1,608 996

その他の流動負債 4,479 1,421

流動負債合計 148,626 126,671

非流動負債

社債及び借入金 42,663 46,458

繰延税金負債 576 1,417

退職給付に係る負債 93 102

その他の金融負債 1,289 1,782

その他の非流動負債 － 14

非流動負債合計 44,623 49,776

負債合計 193,250 176,447

資本

資本金 7,790 7,790

資本剰余金 11,955 11,994

自己株式 △1,819 △1,819

利益剰余金 92,353 93,040

その他の資本の構成要素 △5,142 △390

親会社の所有者に帰属する持分合計 105,137 110,615

資本合計 105,137 110,615

負債及び資本合計 298,387 287,063
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上収益 50,424 59,749

売上原価 △41,708 △52,385

売上総利益 8,715 7,363

販売費及び一般管理費 △1,809 △1,707

その他の営業収益 21 39

その他の営業費用 △18 △31

持分法による投資損益（△は損失） 22 27

営業利益 6,933 5,691

金融収益 77 636

金融費用 △274 △644

その他の収益 94 425

税引前四半期利益 6,831 6,108

法人所得税費用 △1,988 △1,840

四半期利益 4,842 4,268

四半期利益の帰属

親会社の所有者 4,842 4,268

非支配持分 － －

四半期利益 4,842 4,268

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 61.53 54.27

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 55.12 49.11

（２）要約四半期連結損益計算書
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

四半期利益 4,842 4,268

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産
△0 △0

確定給付制度の再測定 31 △41

持分法によるその他の包括利益 △2 0

純損益に振り替えられることのない項目合計 28 △42

純損益に振り替えられる可能性のある項目

キャッシュ・フロー・ヘッジ 2,126 3,224

在外営業活動体の換算差額 139 1,526

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 2,266 4,751

税引後その他の包括利益 2,295 4,709

四半期包括利益 7,137 8,977

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 7,137 8,977

非支配持分 － －

四半期包括利益 7,137 8,977

（３）要約四半期連結包括利益計算書
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親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

2021年４月１日時点の残高 7,790 11,952 △957 80,604 △2,944 1,454

四半期利益 － － － 4,842 － －

その他の包括利益 － － － － 139 2,126

四半期包括利益合計 － － － 4,842 139 2,126

配当金 － － － △3,541 － －

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
－ － － 31 － －

株式に基づく報酬取引 － 289 － － － －

所有者との取引額合計 － 289 － △3,509 － －

2021年６月30日時点の残高 7,790 12,241 △957 81,936 △2,804 3,580

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計

その他の資本の構成要素

合計

その他の
包括利益を

通じて
公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

2021年４月１日時点の残高 3 － △1,486 97,903 97,903

四半期利益 － － － 4,842 4,842

その他の包括利益 △2 31 2,295 2,295 2,295

四半期包括利益合計 △2 31 2,295 7,137 7,137

配当金 － － － △3,541 △3,541

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
－ △31 △31 － －

株式に基づく報酬取引 － － － 289 289

所有者との取引額合計 － △31 △31 △3,252 △3,252

2021年６月30日時点の残高 0 － 776 101,789 101,789

（４）要約四半期連結持分変動計算書
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親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業
活動体の
換算差額

キャッシュ
・フロー
・ヘッジ

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

2022年４月１日時点の残高 7,790 11,955 △1,819 92,353 △1,390 △3,748

四半期利益 － － － 4,268 － －

その他の包括利益 － － － － 1,526 3,224

四半期包括利益合計 － － － 4,268 1,526 3,224

配当金 － － － △3,538 － －

子会社の支配喪失に伴う変動 － － － － － －

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
－ － － △41 － －

株式に基づく報酬取引 － 38 － － － －

所有者との取引額合計 － 38 － △3,580 － －

2022年６月30日時点の残高 7,790 11,994 △1,819 93,040 136 △523

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計

その他の資本の構成要素

合計

その他の
包括利益を

通じて
公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

2022年４月１日時点の残高 △3 － △5,142 105,137 105,137

四半期利益 － － － 4,268 4,268

その他の包括利益 △0 △41 4,709 4,709 4,709

四半期包括利益合計 △0 △41 4,709 8,977 8,977

配当金 － － － △3,538 △3,538

子会社の支配喪失に伴う変動 0 － 0 0 0

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
－ 41 41 － －

株式に基づく報酬取引 － － － 38 38

所有者との取引額合計 0 41 42 △3,499 △3,499

2022年６月30日時点の残高 △3 － △390 110,615 110,615
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 6,831 6,108

減価償却費及び償却費 654 801

減損損失 － 0

金融収益及び金融費用 293 1,595

その他の収益及び費用 △94 △425

持分法による投資損益（△は益） △22 △27

棚卸資産の増減額（△は増加） △847 △7,419

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △19,154 36,232

営業債務及びその他の債務等の増減額（△は減少） 10,425 △30,416

その他 3,205 △4,104

小計 1,291 2,344

利息及び配当金の受取額 90 163

利息の支払額 △32 △37

法人所得税の支払額 △7,255 △4,010

法人所得税の還付額 2,693 186

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,212 △1,353

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △95 △98

定期預金の払戻による収入 95 49

有形固定資産の取得による支出 △1,754 △1,598

有形固定資産の売却による収入 4 11

無形資産の取得による支出 △124 △185

子会社の売却による収入 － 1,371

その他 △42 1,109

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,916 659

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,872 7,793

長期借入れによる収入 12,783 －

配当金の支払額 △3,522 △3,527

その他 △79 △82

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,308 4,183

現金及び現金同等物に係る換算差額 △238 △48

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 941 3,440

現金及び現金同等物の期首残高 10,023 6,127

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,964 9,568

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（６）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（７）要約四半期連結財務諸表注記

１．報告企業

　アサヒホールディングス株式会社（以下「当社」という。）は日本に所在する企業であります。2022年６月30

日に終了する３ヶ月間の当社の要約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社（以下「当社グループ」とい

う。）、並びに当社の関連会社に対する持分により構成されております。

　当社グループの主要な活動については、注記「５．セグメント情報」をご参照下さい。

２．作成の基礎

(1）IFRSに準拠している旨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しており

ます。

　当社グループは、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64

号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たしていることから、同第93条の規定を適

用しております。

(2）測定の基礎

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

(3）機能通貨及び表示通貨

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を切り捨てて表示しております。

３．重要な会計方針

　本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度の連結財務諸表において適用

した会計方針と同一であります。

　なお、要約四半期連結財務諸表における法人所得税は、年間の見積実効税率に基づいて算定しております。

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

　要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の結果は、これらの見

積りとは異なる場合があります。

　見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

　要約四半期連結財務諸表に重要な影響を与える会計上の判断、見積り及び仮定は、前連結会計年度に係る連結

財務諸表と同様であります。
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報告セグメント
その他 合計 調整額 連結

貴金属 環境保全 計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

売上収益

外部収益 46,273 4,151 50,424 － 50,424 － 50,424

セグメント間収益 － － － － － － －

合計 46,273 4,151 50,424 － 50,424 － 50,424

セグメント利益（営業利益） 7,166 662 7,829 22 7,852 △919 6,933

金融収益 77

金融費用 △274

その他の収益 94

税引前四半期利益 6,831

報告セグメント
その他 合計 調整額 連結

貴金属 環境保全 計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

売上収益

外部収益 55,304 4,444 59,749 － 59,749 － 59,749

セグメント間収益 － － － － － － －

合計 55,304 4,444 59,749 － 59,749 － 59,749

セグメント利益（営業利益） 5,551 934 6,485 △2 6,483 △791 5,691

金融収益 636

金融費用 △644

その他の収益 425

税引前四半期利益 6,108

５．セグメント情報

(1）報告セグメントの概要

　当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社は純粋持株会社としてグループ全体の戦略機能を担い、各事業会社は貴金属・希少金属等のリサイクル

及び精錬・加工事業、産業廃棄物処理その他の環境保全事業に従事しております。

　したがって、当社グループは、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「貴金属事業」及び「環境保全事業」の２つを報告セグメントとしております。

　なお、事業セグメントの集約は行っておりません。

　「貴金属事業」は、貴金属含有スクラップ等から、金・銀・パラジウム・プラチナ等の貴金属・希少金属を

リサイクルし販売する事業及び金・銀を中心とした貴金属の精錬・加工事業を主たる業務としております。

　「環境保全事業」は、産業廃棄物の収集運搬及び中間処理を主たる業務としております。

(2）セグメント収益及び業績

報告セグメントの会計方針は、注記「３．重要な会計方針」で記載している当社グループの会計方針と同じ

であります。

当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（注）セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（注）セグメント利益の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

６．後発事象

　該当事項はありません。
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